
域
三
十
九
今
村
の
民
僧
兵
衛
と
共
に
良
左
衛
門
の
徳

を
頒
L
、
お
に
生
嗣
を
投
け
た
。

ゴ
ヨ
ウ
ザ
カ
五
葉

坂

白

山

の
市

J

山間
口
管
絡

で
、
臨
調
陀
今
回
似
の
上
に
在
る
。
越
前
名
蹴
考
に、

『
五

抑
制
坂
を
登
る
。
安
よ
内
室
ま
で
の
聞
、
お
し
な
べ
て

五
銭
の
松
草
の
如
く
に
生
茂
り
て
地
も
見
え
ず
。
訴

に
お
さ
れ
て
低
〈
、
方
々

へ
は
び
こ
り
た
る
な
り
。
』

と
見
え
る
。
こ
の
地
税
雨
続
ね
二
四

O
O米。

ゴ
ヨ
ウ
ノ
マ
御
用
の
間

金
持
城
一
一
，
丸
御
印
刷

な
る
松
之
御
闘
を
い
ひ
、
掛附
侯
調
放
の
正
艇
で
、
上

の
聞
に
は
滞
侯
が
出
席
し
、
二

J

聞
に
は
年
寄
然
御

家
老
が
む
座
し
、
御
用
容
は
そ
の
少
し
雌
れ
た
上
に

居
た
。
之
を
俗
に
お
陀
と
も
い
う
た
。
今
滞
末
に
於

け
る
癖
怖
を
言
は
ん
に、

御
用
の
聞
に
於
け
る
滞
侠

は
決
し
て
火
鉢
に
子
を
か
ざ
す
如
き
こ
と
は
な
く
、

茶
又
は
煙
車
を
も
喫
せ
ず
、
座
間
仰
闘
を
用
ひ
る
こ
と

も
な
か
っ
た
。
午
前
の
四
つ
か
ら
午
後
の

λ
つ
ま
で

を
定
刻
と
し
、
御
用
番
の
引
か
ぬ
前
に
退
出
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
御
用
番
は
仙
の
年
寄
中
よ
0
は
牢

時
計
り
迩
〈
退
席
す
る
を
普
通
と
し
た
が
、
御
用
番

が
八
つ
以
後
に
握
れ
る
時
は
時
間
侠
も
亦
時
縫
っ
た
o

m侠
出
寝
中
は
御
用
部
屋
・出
現
取
次
、
稀
に
は
御
近

街
頭
響
が
種
h
k

の
用
務
を
以
て
交
々
出
入
し
、
・滞侯

は
是
等
に
剛
山
答
す
る
外
.
多
く
日
紀
に
叙
を
執
っ

た
。
滞
侯
の
手
許
に
は
機
密
の
暫
類
を
焼
却
す
る
黙

共
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
火
中
御
用
と
い
う
た
。

出
席

時
間
中
若
し
他
行
の
必
裂
が
あ
れ
ば
、
そ
の
聞
は
閉

鎖
し
、
臨
城
の
後
肉
定
刻
申
な
る
時
は
再
び
こ
h

に

入
っ
た
。

ウ

近
習
御
用
。古

来

4
モ
リ
モ
ト
ヤ
コ
ラ
イ

森
下

コ
ラ
イ

屋
市
束
。

ゴ
リ
ゴ
リ
バ
シ
五
里
五
星
第

鳳
至
郡
W
敢闘闘と

鈴
径
と
の
聞
な
る
岡
野
川
に
察
し
た
柴
山
臨
時
間
の
一
名

で
あ
る
。
仮
出
・宇
出
活
・
輪
島
に
各
五
里
を
隠
る
が

故
に
い
ふ。

ゴ
リ
タ
ウ
ゲ
五
里
隙

羽
咋
郡
高
出
の
部
前
で

海
岸
の
遊
山
悶
か
ら
分
か
れ
、
北
方
山
聞
を
経
治
し
て

牛
下
の
部
前
南
方
に
出
る
聞
を
い
山
。

ゴ
リ
チ
五
里
地

J
ヨ
リ
チ
許
地
。

ゴ
リ
ヨ
ウ
五
菱

金
制
仰
の
釧
人
。
そ
の
居
を
不

用
亭
と
い
う
た
。
凡
そ
布
凶
と
時
を
同
じ
〈
し
、
作

句
は
貸
出
町
年
間
ま
で
見
え
る
。

ゴ
リ
ヨ
ウ
カ
ナ
ノ
主
主
力
ヒ
亙
稜
腕
白
駿

明

治
二
年
桜
本
武
揚
等
が

五
稜
廓
に
戦
う
て
敗
れ
た

後
、円
相
附
は
そ
の
抽
出
徒
古
川
平
次
郎
・
小
出
市
松
・磁

悶
伊
太
郎
・大
森
吉
次
郎
・
川
口
際
吉
郎
・
防
潮
抑
制
太

郎
の
六
人
を
大
抱
一寺
山
附
に
預
け
た
。
凶
っ
て
之
を
大

型
寺
に
純
治
し
た
が
、
三
年
政
発
ぜ
ら
れ
た
か
ら
、

四
且
J
l
九
日
岡
山
附
燃
に
引
渡
し
た
。

ゴ
リ
ヨ
ピ
鯨
呼

J
ヨ
ピ
ゴ
日
呼
鰍
。

コ
レ
イ
シ
ユ
ウ
シ
ヨ
古
例
集
番
一
加
。
臨
書

に
貸
出
町
十
二
年
三
且
と
あ
る
。

諮
士
の
平
生
心
得
世

〈
ベ
き
古
例
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

コ
レ
キ
ヨ

是
清

日
刊
問
主
郡
阿
岸
郷
に
邸
す

る
部
古
川
。
郷
村
各
議
抄
に
佐
古
是
初
伊
賀
が
位
し
て

ゐ
た
か
ら
村
名
と
な
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
地
名

か
ら
苗
字
を
生
じ
た
こ
と
の
傾
倒
で
あ
ら
う
o
但
し

是
消
が
本
来
何
人
か
の
訴
で
あ
る
に
は
疑
が
な
い。

コ
レ
キ
ヨ
ジ
ヨ
ウ

自
主
清
披

岡
京
都
是
消
に
在

っ
た
。
越
奄
到
三
州
志
放
出
考
に
、
城
跡
は
三
四
十

胤
許
四
方
と
い
ふ
。
塁
入
門
山
と
も
制
惜
し
、
大
館
公出

ゴ
ヨ
ウ
パ
ン
御
用
番

加
賀
務
の
制
、
年
寄
・家

老
以
下
皆
且
次
交
番
し
て
常
務
を
す
る
。
之
を
御
用

番
と
も
且
番
と
も
い
う
た
。

ゴ
ヨ
ウ
ベ
ヤ
御
用
部
屋

↓
キ
y
ジ
ユ
ウ
ゴ

ヨ

コ
ヨ
ー
ーコロ

是
消
に
作
る
)
伊
賀
守
が
居
た
と
い
ふ
が
、
そ
の
何

人
な
る
か
を
知
ら
ぬ
と
あ
る
。

コ
レ
タ
ニ
是
園

珠

洲

郡
舵
原
の
内
の
小
字
。

コ
レ
シ
ゲ
是
重

加

賀

の
万
工
o
加
州
佐
自
主
重

と
切
る
。
邸
氷
頃
。
藤
島
一
一
抵
で
あ
ら
う
か
。

コ
レ
ト
キ
シ
ョ
ウ
是
時
庄

石
川
郡
に
在
っ
た
。

服
正
二
年
造
内
袈
段
銭
随
凶
役
引
付
に
、『
拾
入
賞
二

百
七
十
五
文
、
正
親
町
家
加
賀
凶
是
時
庄
之
内
富
永

段
銭
』
と
見
え
、
蔭
諒
粁
同
録
に
は
、

『克
正
三
年
七

且
十
一
日
、
赤
松
次
郎
法
問
知
行
分
加
賀
凶
是
時
庄

一苫々
。
』
と
も
あ
る
o
富
永
は
後
世
中
村
郷
内
に
存
す

九
w

。

是
久

珠
洲
郡
山
内
震
の
内
の
小
芋
。

コ
レ
ヒ
ラ

自
主
平
加
盟
の
刀
工
。
加
州
金
柑
阿
佐

是
平
と
切
る
。
寛
文
頃
。

コ
レ
ラ
マ
ツ
リ

虎
列
抱
祭
安
政
六
年
八
且
此

列
独
祭
を
金
慨
に
行
う
た
。
出
列
誼
は
時
人
之
を
暴

協
病
と
も
コ
ロ

リ
と
も
三
日

コ
ロ

リ
と
も
い
ひ
、
そ

の
耐
抑
留
の
誌
か
な
る
を
以
て
、
人
心
恐
怖
に
嬰
は

れ
、
市
況
亦
頓
に
不
能
に
陥
っ
た
か
ら
、
却
耐
定
之
を

町民へ
、
資
を
城
下
に
頒
ち
、
除
夜
の
お
に
祭
儀
を
思

げ
、
畑
山
物
を
行
は
し
め
た
の
で
、
坊
間
直
に
そ
の
番

附
を
一
枚
刷
に
し
て
版
斑
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

コ
ロ
ウ
キ
ダ
ン
古
老
紹
駿

一

加。

古
老
同
部

と
も
い
ひ
、

畠
山
義
則
出
奔
の
こ
と
か
ら
、
前
回
利

家
の
石
動
山
攻
陥
に
宝
る
ま
で
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

あ
る
。
執
鍍
は
瓜
泊
三
年
で
あ
る
が
、
著
者
は
不
明

で
あ
る
。

コ
レ
ヒ
サ

コ
ロ
ウ
キ
ユ
ウ
ブ
ン
古
老
奮
闘
一
加
。
一
名

壬
子
集
録
と
も
言
ひ
、
寛
文
十
二
年
前
回
綱
紀
が
家

純
畑
山
定
の
た
め
に
古
老
の
停
聞
を
開
札
し
た
密
紛
の

靴
録
で
あ
る
。

コ
ロ
ウ
キ
ユ
ウ
プ
ン
キ
リ
ヤ
ヲ

古
老
奮
悶
記
路

一
加
、
加
賀
・
能
殺
・
越
中
に
於
け
る
都
駅
・

珍
設
の

笹
上
で
あ
る
。

コ
ロ
ウ
ザ
ン
虎
狙
山

石
川
猟
菅
野
附
匙
の
十

景
の
一
つ
で
あ
る
が
、
能
美
郡
銭
消
水
の
領
に
臨
す

る。

山
胞
に
虎
狼
梢
封
す
る
如
き
岩
石
が
あ
る
に
よ

っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
。

コ
ロ
ウ
デ
ン
ワ
古
老
儒
話

一
加
。
白
山
地
張

守
義
深
が
初
め
て
能
殺
の
守
絡
を
粂
ね
た
時
か
ら
、

子
孫
隠
附
の
鈴

・
法
名
等
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
著
者

不
明
。コ

ロ
サ
木
昌
佐

臨
均
別
多
恨
の
小
手
。
天
正

十
二
年
入
用
廿
八
日
附
前
旧
利
家
が
背
木
叢
四
郎
に

奥
へ
た
印
笹
に
、
『
た
ね
・
こ
ろ
さ
荷
村
之
内
牢
分
宛

箆
兵
叡
米
誕
候
。
』
と
あ
る
か
ら
、
元
は
こ
ろ
さ
も
濁

立
の
部
都
で
あ
っ
た
と
見
え
る。

ゴ
ロ
ザ
エ
モ
ン
ブ
ン
五
郎
左
衛
門
分

関
京
都

上
町
野
郷
に
邸
す
る
郎
新
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の

村
は
本
江
の
内
で
五
郎
左
衛
門
の
持
高
で
あ
っ
た
か

ら
五
郎
左
衛
門
村
と
い
う
た
の
で
、
正
保
寛
文
・
貞

享
の
官
同
辻
般
に
皆
し
か
見

え
る
o
然
る
に
五
郎
左
衛

門
返
耐
刊
の
後
五
郎
左
衛
門
分
と
都
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
あ
る
。

ゴ
白
川
ジ
マ

部
前
。

五
郎
島

石
川
郡
大
野
庄
に
回
す
る

能
史
榔
備
の
内
の
小
手
。

コ
ロ
パ
ガ
ハ
木
呂
場
川

石
川
側
野
々
市
を
流

れ
る
お
根
用
水
の
一
部
で
、
材
木
容
を
疏
し
来
る
こ

と
が
あ
る
故
木
呂
場
が
あ
り
、
随
う
て
木
呂
場
川
と

い
は
れ
る
。
勉
厄
妃
に
は
木
白
川
と
都
い
て
あ
る
。

ゴ
ロ
マ
ル
五
郎
九

珠
洲
郡
延
武
の
内
の
小
宰。

ゴ
ロ
マ
ル
ヌ
ノ
豆
郡
丸
布

武
鐙
加
般
加
賀
掛
川

か
ら
掠
府
に
池
献
す
る
品
物
の
う
ち
に
五
郎
丸
布
が

あ
る
。
加
越
能
銘
記
に
越
中
の
産
物
を
列
摩
し
て
、

コ
ロ
バ

木
呂
場

一一一一一一ー一


